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1.環境経営方針 

環 境 経 営 方 針 

【経営理念】 

 循環型社会を通して社会の発展に貢献し全社員の物心両面の幸福を追求し続ける。 

 

【環境経営理念】 

 株式会社ナラタは構造物の解体及び、産業廃棄物の細分処理を徹底してリサイクル化に努めることが

地球環境の保全に寄与することを認識し、社業を最小エネルギーで遂行し環境への負荷低減に努め社

会に貢献します。 

 

【環境経営方針】 

１、環境への負担低減の推進 

・移動車両、建設重機、設備等の効率運転に努め、化石燃料の使用量を減らし、CO2 排出抑制を行

います。 

・節電、節水、ペーパーレスなどの事務活動に伴うエネルギー・資源を最小に抑えます。 

・業務にともない発生した廃棄物は徹底して分別を行います。 

 

２、環境関連法規の遵守 

・環境関連法規制及び、当社が同意したその他要求事項を遵守します。 

 

３、環境経営方針の周知徹底 

・全従業員に環境教育を実施し、環境経営の継続的改善に努めます。 

 

４、地域貢献活動の推進 

   ・当社施設周辺及び、現場周辺の清掃活動を通じて地域貢献に努めます。 

 

 

平成 20 年 12 月 15 日作成    

令和 4 年 7 月 1 日 改定 

                                                                                                                 

株式会社ナラタ 

                                            代表取締役 羽根 信夫 
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事業の規模 

                         （事業年度：7 月～翌年 6 月） 

活 動 規 模 単位 令和 3 年度 令和 4 年度 

総売上高※1 百万円 1,369 1,730 

従業員数 人 76 76 

本社及び資材置場 ㎡ 3,369,43 3,369.43 

中間(破砕)処理場 (宇木) ㎡ 3,400 3,400 

中間(破砕･圧縮)処理場(白石) ㎡ 6038.44 6,038.44 

中間(破砕)処理場 (兵庫) ㎡ 2,492 2,492 

安定型最終処分場 ㎡ 29,001 29,001 

積替え保管所（宇木） ㎡ 639.02 639.02 

積替え保管所（白石） ㎡ 715.07 715.07 

積替え保管所（兵庫） ㎡ 450.36 450.36 

取扱い産廃量(収集運搬)※2 ｔ 25,895.41 23,486.44 

〃  (中間処理)※2 ｔ 36,307.37 36,549.92 

〃  (最終処分)※2 ｔ 2,383.9 2,297.47 

取扱い特管産廃量(収集運搬)※2 ｔ    45.24 38.55 

※1：総売上高については、建設工事、産業廃棄物収集運搬及び処分の売上を含む 

※2：取扱い産廃量の容量で取扱った分については、比重換算して算出 

事業所名・代表者氏名及び所在 

株式会社ナラタ 代表取締役 羽根 信夫 

佐賀県唐津市宇木４３５番地 1 

設立年月日   昭和４９年４月 楢田解体（自営業） 

昭和５５年１月 有限会社楢田解体産業 

平成 元 年５月 株式会社ナラタ 

資 本 金  9,000 万円 

環境管理責任者及び担当者・連絡先 

責任者：後藤 貢 担当者：楢崎 優衣 

連絡先  TEL 0955-77-1795  FAX 0955－77ー1892         

対象範囲                 全組織・全活動 

対象事業所             本社、佐賀支店、兵庫中間処理場、 宇木中間処理場 

白石リサイクルセンター、名場越最終処分場 

事業活動   建設業（土木工事業、解体工事業、とび・土工工事業、  鋼構造物工事業） 

産業廃棄物処理業(収集運搬、中間処理、最終処分）          

特別管理産業廃棄物収集運搬業 

 

 

 

2.会社概要 
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【収集運搬】 

 

 
【中間処理】 

 

単位 収集運搬量

t 787.65

t 1,567.57

t 2,996.51

コンクリートがら t 1,892.43

安定型混合 ｔ 653.87

管理型混合 ｔ 4,847.29

金属屑 ｔ 702.18

紙屑 ｔ 313.92

石膏ボード ｔ 3,578.40

繊維屑 ｔ 6.30

廃プラスチック類 ｔ 1,689.20

木屑 ｔ 4,286.96

建設汚泥（無機性に限る） ｔ 119.68

水銀使用製品産業廃棄物 ｔ 5.93

廃石綿（特別管理産業廃棄物） ｔ 38.55

t 23,486.44

廃棄物の種類

アスファルトがら

ガラス陶磁器屑

がれき類

合計

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

アスファルトがら 破砕 t 1,511.50

ガラス陶磁器屑 破砕 t 1,586.81

がれき類 破砕 t 4,582.33

コンクリートがら 破砕 t 3,141.55

安定型混合 破砕 t 1,111.70

管理型混合 破砕 t 6,562.15

金属屑 破砕 t 276.28

紙屑 破砕 t 1,157.57

石膏ボード 破砕 t 3,881.40

繊維屑 破砕 t 13.74

廃プラスチック類 破砕 t 2,290.73

木屑 破砕 t 7,539.50

建設汚泥（無機性に限る） 固化 t 2,884.48

水銀使用製品産業廃棄物 破砕 t 10.17

金属屑 破砕後原料 t 276.28

紙屑 破砕後原料 t 1,157.57

建設汚泥（無機性に限る） 固化後改良土 t 2,884.48

t 4,318.33

t 36,549.92

※特別管理産業廃棄物処理の実績は無し

中間処理

う

ち

再

資

源

化

等 小計

合計

5 受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等 

 



 
 

 

【最終処分】 

 
 

【中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

処理方法等 単位 処分量

安定型埋立 t 2,297.47

t 2,297.47

廃棄物の種類

アスベスト含有産業廃棄物

合計

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

ガラス陶磁器屑 (安定型埋立)自社処分 t 1,586.81

がれき類 (安定型埋立)自社処分 t 4,582.33

安定型混合 (安定型埋立)自社処分 t 1,111.70

廃プラスチック類 (安定型埋立)自社処分 t 572.68

管理型混合 (管理型埋立)委託処分 t 1,968.64

t 9,822.16

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等

アスファルトがら 破砕後再生材 t 1,511.50

コンクリートがら 破砕後再生材 t 3,141.55

管理型混合 熱処理・焼成後原料 t 4,593.51

紙屑 熱処理・焼成後原料 t 1,157.57

石膏ボード 破砕後原料 t 3,881.40

繊維屑 熱処理・焼成後原料 t 13.74

廃プラスチック類 熱処理・焼成後原料 t 1,718.05

木屑 破砕後原料 t 7,539.50

水銀使用製品産業廃棄物 破砕後原料 t 10.17

t 23,566.99

t 33,389.15合計

中

間

処

理

後

の

産

業

廃

棄

物

最

終

処

分

小計

中

間

処

理

（

再

資

源

化

等

）

小計

   

 

受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等 
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 型式・規格 建設部門 環境部門 合計 

重 機 PC350LC 1 0 1 

PC128US-10 0 3 3 

PC128US-11 0 2 2 

PC210LC-10 1 0 1 

PC78US-8 0 2 2 

PC138US-8 0 １ 1 

PC138US-11 1 0 1 

PC228US-10 1 0 1 

PC228US-11 1 0 1 

PC78US-11 1 0 1 

PC30MR-5 1 0 1 

PC18MR-5 1 0 1 

PC210-11 0 1 1 

PC210-11 0 1 1 

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ ＦD30T-17 0 1 1 

 ＦD25T-17 0 5 5 

8FD35 0 4 4 

破砕機 MC2000(自走式) 0 1 1 

 マルチカッター(一軸) 0 1 1 

MHM-30（ﾊﾝﾏｰ式一軸） 0 2 2 

SUPER-500 型(二軸) 0 1 1 

ＲＪＣ2 型 0 1 1 

J-250 型（クラッシャー） 0 1 1 

ザ・ニジク(二軸) 0 1 1 

GC-060H 0 1 1 

土壌改良機 ｺﾏﾂ自走式 BZ200-1 0 1 1 

圧縮機 ﾅｶﾐﾁ YND 1019 型 SW-770-S 0 1 1 

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 10ｔ(ﾀﾞﾝﾌﾟ 1 台･AR2 台) 0 3 3 

7ｔ（ｸﾗﾑ 2 台） 0 2 2 

5ｔ（ｸﾗﾑ 1 台・ﾕﾆｯｸｱｰﾑﾛｰﾙ 1 台） 0 2 2 

4ｔ(ｸﾗﾑ 3 台･ﾀﾞﾝﾌﾟ 1 台･AR4 台･ﾕﾆｯｸ 2 台) 4 6 10 

3ｔ(ﾀﾞﾝﾌﾟ 1 台)・2ｔ(ﾕﾆｯｸ 1 台                    

W ｷｬﾌﾞ 1 台 ダンプ 1 台）軽ﾄﾗｯｸ 2 台 
1 2 3 

自家用車 普通自動車/軽自動車/小型貨物車 14 2 16 

 

※所有機材等 7 



 
 

 

建設業    大臣許可(特－3)第 12334 号 土木工事業 解体工事業 
                                とび・土工工事業 鋼構造物工事業 
産業廃棄物収集運搬業      佐賀県 福岡県 長崎県 熊本県 山口県 
特別産業廃棄物収集運搬業 佐賀県 福岡県 長崎県 熊本県 山口県 
産業廃棄物処分業           中間処理業【破砕、圧縮･梱包、固化】 
                      最終処分業【安定型】 

●産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業の許可内容 

 

※ ●は積替え保管行為を含まない      ※ ◎は積替え保管行為を含む 

※ 廃プラスチック類、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・陶磁器くず以上については自動車等破砕物を含む（福岡県）※ 積み替え保管行為を 

含まない石綿含有廃棄物を含む 

 

 

 

 

産業廃棄物収集運搬業 許可品目 

許可者 許可期限 許可番号 
燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

鉱
さ
い 

ば
い
じ
ん
・
ダ
ス
ト
類 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
陶
磁
器
く
ず 

動
植
物
残
渣 

が
れ
き
類 

政
令
第
十
三
号
廃
棄 

廃
石
綿 

佐賀県 
R3.5.14～ 

R10.5.13 
04115060319 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ◎ ◎ ◎ ● ◎ ●  

佐賀県 

特管 
同上 04155060319 ● ● ● ● ●      ●       ● 

福岡県 

R1.8.11～ 

  R6.8.10 04000060319 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

福岡県 

特管 
  同上 04050060319 ● ● ● ● ●      ●       ● 

長崎県 
R1.7.13～ 

  R6.7.12 
04200060319 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●   

長崎県 

特管 
  同上 04250060319 ● ● ● ● ●      ●       ● 

熊本県 
R4.9.8～ 

  R9.5.7 
04305060319 ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ●  ●   

熊本県 

特管 

R2.11.25～ 

  R7.11.13 
04355060319 ● ● ● ● ●      ●       ● 

山口県 
Ｈ30.11.15～ 

  R5.11.14 
03500060319 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

山口県 

特管 
同上 03550060319 ● ● ● ● ●      ●       ● 

※事業の内容及び許可証等 8 



 
 

 

◇施設一覧◇1    

施設名 面積 保管上限 高 さ 産業廃棄物の種類 

兵
庫
積
替
保
管
場 

屋
外
保
管
所 

87 ㎡ 133 ㎥ 2.0ｍ 廃プラスチック類 

71 ㎡ 68 ㎥ 2.0ｍ 金属くず 

37 ㎡ 31 ㎥ 1.0ｍ 木くず 

91 ㎡ 95 ㎥ 2.0ｍ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず･陶磁器くず（廃石膏ボードを除く）、がれき類 

90 ㎡ 114 ㎥ 2.0ｍ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず･陶磁器くず（廃石膏ボードを除く）、がれき類 

14 ㎡ 15 ㎥ 1.4ｍ 繊維くず、廃プラスチック類 

7.4 ㎡ 7.7 ㎥ 1.4ｍ 石綿含有産業廃棄物 

屋内 

保管所 

23 ㎡ 64 ㎥ 3.7ｍ 紙くず 

24 ㎡ 66 ㎥ 3.7ｍ ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞに限る） 

ドラム缶 2 ㎡ 0.3 ㎥ 0.89ｍ 廃油 

屋外 

保管所 
4.5 ㎡ 5.9 ㎥ 1.3ｍ 水銀使用製品産業廃棄物 

宇
木
積
替
保
管
場 

屋
外
保
管
所 

48 ㎡ 64 ㎥ 2.0ｍ 木くず 

53 ㎡ 30 ㎥ 1.7ｍ 金属くず 

46 ㎡ 52 ㎥ 1.5ｍ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず 

146 ㎡ 127 ㎥ 2.4ｍ 
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄを除

く。）、がれき類 

150 ㎡ 103 ㎥ 1.5ｍ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木くず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄを除く。）、がれき類 

27 ㎡ 15 ㎥ 1.4ｍ 汚泥 

31 ㎡ 49 ㎥ 2.3ｍ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄを除く。）、がれき類 

67 ㎡ 61 ㎥ 1.4ｍ 
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄを除

く。）、がれき類 

8.4 ㎡ 7.7 ㎥ 1.4ｍ 石綿含有産業廃棄物 

69 ㎡ 106 ㎥ 2.3ｍ 紙くず、木くず、繊維くず 

34 ㎡ 44 ㎥ 2.3ｍ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｺﾞﾑくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄを除く。）、がれき類 

0.25 ㎡ 0.2 ㎥ 0.89ｍ 廃油 

0.25 ㎡ 0.2 ㎥ 0.89ｍ 廃酸 

0.25 ㎡ 0.2 ㎥ 0.89ｍ 廃ｱﾙｶﾘ 

屋
内
保
管
所 

26 ㎡ 35 ㎥ 2.0ｍ 紙くず 

28 ㎡ 38 ㎥ 2.0ｍ ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞに限る） 

7.4 ㎡ 5.9 ㎥ 1.3ｍ 水銀使用製品産業廃棄物 

白
石
積
替
保
管
場 

屋
外
保
管
所 

180.0ｍ3 198 ㎥ 3.0ｍ 木くず 

30 ㎡ 12 ㎥ 1.2ｍ 金属くず 

30 ㎡ 31 ㎥ 1.3ｍ 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、ｺﾞﾑくず、金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄを除

く。）、がれき類 

36 ㎡ 32 ㎥ 1.1ｍ 

63 ㎡ 32 ㎥ 1.5ｍ 

74 ㎡ 45 ㎥ 1.8ｍ 

60 ㎡ 103 ㎥ 2.3ｍ 

114 ㎡ 69 ㎥ 1.4ｍ 

81 ㎡ 46 ㎥ 1.4ｍ 紙くず、木くず、繊維くず 

25 ㎡ 15 ㎥ 1.4ｍ ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず（廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞに限る） 

18 ㎡ 7.7 ㎥ 1.4ｍ 石綿含有産業廃棄物 

ドラム缶 2.2 ㎡ 0.6 ㎥ 0.9ｍ 廃油 

※事業の内容及び許可証等 9 



 
 

 

 

産業廃棄物処分業の許可内容 

許 可 者  佐賀県 

許可期限  R3.5.14～R10.5.13 

許可番号  04145060319 

事業の範囲  

 

施設一覧♢1 
   

  種類 処理能力 産業廃棄物の種類 

 

宇
木
中
間
処
理
場 

破砕施設(固定･移動式）

3 号機 
112 ㎡ 3/日 8H がれき類 

 

 破砕施設 11ｔ/日 8H 

紙くず､木くず､繊維くず､金属くず､ｶﾞﾗｽくず､ｺﾝｸﾘｰﾄくず･陶

磁器くず及びがれき類 以上 6 種類             

ただし、がれき類は廃石膏ボードに限る 

 破砕施設  3. 2ｔ/日 8H 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず､繊維くず､金属くず及びｶﾞﾗｽくず･ｺﾝ

ｸﾘｰﾄくず･陶磁器くず以上 5 種類 ただし、ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘ

ｰﾄくず･陶磁器くずは廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞを除く 

 

名
場
越
処
分
場 

安定型最終処分場 

面積： 29,001 ㎡    

ゴムくず及びがれき類並びに廃プラスチック類、金属くず及び

ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず(自動車等破砕物を

除く。) 以上 5 種類(石綿含有産業廃棄物を含む。) 

 容量：419,115 ㎥ 

 残用年数：30 年 

 残余容量：301,312 ㎥ 

 

   産業廃棄物の種類 

中 間 処 理 業 

破 砕 

紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず及びがれき類並びに廃プラスチック類、      金属くず及び

ガラスくず･コンクリートくず･陶磁器くず(自動車等破砕物を除く)以上 8 種類(水銀使用

製品産業廃棄物(水銀回収が義務付けられてるものを除く。)を含む。)   

圧縮・梱包 廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず及び金属くず 以上 6 種類 

固 化 汚泥（無機性汚泥に限る）以上 1 種類 

最 終 処 分 業 安定型 
廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず

及びがれき類 以上 5 種類（石綿含有産業廃棄物を含む）                          
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施設一覧♢2 

 

 

 

種類 処理能力 産業廃棄物の種類 

 

白
石ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 

破砕施設        

(固定式及び移動式） 

木くず 4.5t/日 8H 木くず､廃プラ､繊維くず（石綿含有産業廃棄物を除く） 

 廃プラ 0.84ｔ/日 8H                                  

 繊維屑 0.99t/日 8H    

 破砕施設(固定式）  4.8ｔ/日 8H 
ｶﾞﾗｽくず､コンクリートくず､陶磁器くず（廃石膏ボードに限る）  

（石綿含有産業廃棄物を除く） 

 破砕施設(固定式） 

廃プラ 4.6ｔ/日 8H 

紙くず   4.6t/日 8H 

木くず  4.8t/日 8H 

繊維くず 2.2t/日 8H 

ｺﾞﾑ屑 4.2ｔ/日 8H 

金属屑 9.4ｔ/日 8H 

 

 

破砕施設        

(固定式及び移動式） 

廃プラ 3.8ｔ/日 8H 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず､繊維くず､金属くず､ゴムくず及びｶﾞﾗｽくず･

ｺﾝｸﾘｰﾄくず･陶磁器くず（廃石膏ボードを除く）､がれき類以上 7

種類                  

 紙くず 9.4t/日 8H 

 繊維屑 5.5t/日 8H  

 ｺﾞﾑ屑  1.4ｔ/日 8H 

 金属屑 3.1ｔ/日 8H 

 ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ･陶磁器屑     

   2.7ｔ/日 8H 

 がれき 4.0t/日 8H 

 

圧縮･梱包施設    

(固定式） 

廃プラ 87ｔ/日 8H   

 
紙くず 43ｔ/日 8H 

木くず 112ｔ/日 ８H 
  

 
繊維くず 51ｔ/日 8H 

ゴムくず 127ｔ/日 ８H 
  

 金属屑 116ｔ/日 8H   

 
固化施設                       

(固定式及び移動式) 

 512ｍ3/日 8H   

※事業内容及び許可証等 11 



 
 

 

 

産業廃棄物処理フロー図（安定型品目）

産業廃棄物処理フロー図（管理型品目）

紙　く　ず 混合廃棄物石膏ボード

佐 賀 県 唐 津 市 枝 去 木

字 捨 梶  94-11、94-15外13筆

許可番号 ：04145060319

区分 ： 安定型埋立

木　く　ず

焼却　業者再生　業者

再 生 紙 材 料

セメント原料

焼却　業者

セメント原料

溶融スラグ溶融スラグ

セメント原料

溶融スラグ

石膏ボード

再生

繊維くず

製鉄業者 土木建設業者 土木建設業者

管理型最終処分場(外部業者）

許可番号 ： 04115060319

堆肥・チップ

許可番号 ： 04145060319

区分 ： 破　砕　　圧縮・梱包

㈱ ﾅﾗﾀ　宇木中間処理場

　㈱ﾅﾗﾀ　白石ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

 ㈱ﾅﾗﾀ　兵庫中間処理場

佐 賀 県 唐 津 市 宇 木 字 栗 崎 856-2 他 5 筆

佐 賀 県 杵 島 郡 白 石 町 大 字 牛 屋3734-11

佐賀県佐賀市兵庫町西渕1680番2

破砕 　業者焼却　業者 破砕　業者

製紙業者

㈱　 　ナ　 　ラ　 　タ 佐　賀　県　唐　津　市　宇　木　435-1

破砕　業者

製鋼原料 再生路盤材 再生路盤材

㈱　 　ナ　 　ラ　 　タ

破砕　業者 破砕　業者

㈱　 　ナ　 　ラ　 　タ 佐 　賀 　県 　唐 　津 　市 　宇 　木　　435-1 許可番号 ： 04115060319

佐 賀 県 唐 津 市 宇 木 字 栗 崎 856-2 他 5 筆

佐 賀 県 杵 島 郡 白 石 町 大 字 牛 屋3734-11

佐賀県佐賀市兵庫町西渕1680番2

㈱ ﾅﾗﾀ　宇木中間処理場

㈱ﾅﾗﾀ　白石ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

㈱ﾅﾗﾀ　兵庫中間処理場

許可番号 ： 04145060319

区分 ： 破　砕　　圧縮・梱包

その他     がれき類
混合廃棄物

（安定型）
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 金  属 く  ず ｶﾞﾗｽ･ 陶磁器くず コンクリートくず アスファルトくず

※事業内容及び許可証等 12 



 
 

 

 

EA２１委員会 EA２１事務局

開発事業部（唐津）

役割・責任・権限所属

ＥＡ21委員会 

・EA21ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの要求事項を満たす環境経営ｼｽﾃﾑを構築し実行し、環境実績を向上させる

・毎年環境経営目標、環境経営計画を作成する

・３か月に1回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認・評価する

・上記の結果を代表者に報告する

代表者

・代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ

・環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する

・環境管理責任者、EA21事務局員を任命する

・環境への取組を実施する為の資源(人・もの・金)を準備する

・EA21全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する

環境管理責任者

後藤　貢
本社 環境事業部（唐津）

経営管理本部

最終処分場

開発事業部（佐賀）

佐賀

環境事業部（兵庫）

白石 環境事業部（白石）

代表取締役

羽根　信夫

全  従  業  員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する

環境管理責任者

・EA21ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの要求事項を満たす環境経営ｼｽﾃﾑを構築し実行し、環境実績を向上させる

・毎年環境経営目標、環境経営計画を作成する

・３か月に1回、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況を確認・評価する

・上記の結果を代表者に報告する

ＥＡ21事務局
・環境管理責任者を補佐し、EA21文書及び記録類、及び基礎データの作成・維持・集計・管理を行う

・社外からの環境情報の収集と伝達を行う

部門長

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する

・環境経営目標達成の為、責任を持って自部門の環境活動を推進する

・自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する

・自部門に関連する法規制等を順守する

・自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

・自部門の教育・訓練を実施する

3.実施体制図(取組に必要な際の手順書) 13 



 
 

 

 

基　準 令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和元年度 1.0% 2.0% 3.0%

１．二酸化炭素排出量 kg-CＯ2 1,125,332 1,114,079 1,102,825 1,091,572

kg-Co2/億円 75,072 74,321 73,571 72,820

全体 KWｈ/億円 5,551 5,495 5,385 5,224

全体 KWｈ（総量） 83,208 82,376 80,728 78,307

本社 KWｈ 45,574 45,118 44,216 42,889

佐賀 KWｈ 15,958 15,798 15,482 15,018

白石 KWｈ 21,676 21,459 21,030 20,399

全体 Ｌ/億円 60,207 59,605 58,413 56,661

本社 Ｌ（総量） 902,510 893,485 875,616 849,347

本社 Ｌ 440,598 436,192 427,468 414,644

佐賀 Ｌ 264,710 262,063 256,822 249,117

白石 Ｌ 197,203 195,230 191,326 185,586

ガソリン 全体 Ｌ/億円 3,498 3,463 3,394 3,292

ガソリン 全体 Ｌ（総量） 52,433 51,908 50,870 49,344

kg 4,013 3,973 3,933 3,892

％ 83.8 84.8 85.8 86.8

L 2,287.6 2,264.7 2,219.4 2,152.8

全　　社 勉強会　回数 6 6 6 6

本　　社 勉強会　回数 2 2 2 2
佐　　賀 勉強会　回数 2 2 2 2
白　　石 勉強会　回数 2 2 2 2

全　　社 38 38 38

本　　社 14 14 14

佐　　賀 12 12 12

白　　石 12 12 12

※基準年度は令和元年度とする。　各年度目標は基準年度にたいし削減率を適用する。

※二酸化炭素排出量は総量と売上原単位（kg-Co2/億円）とする。

※電力/軽油/ガソリンの全体は売上原単位とする。部門の実績は使用量とする。

※廃棄物排出量には一般廃棄物の削減及び現場産廃のリサイクル率とする。

※　電力の二酸化炭素排出係数は令和元年度中央電力の排出係数0.483を利用

地元近隣との調和、定期的な道路

清掃活動
近辺等のごみ拾い(月1回）、

地元行事への参加(年2回）

近辺等のごみ拾い(月1回）

ごみ拾い、道路清掃(月1回）

電

気

軽油

項目

環 境 経 営 目 標　

単　位

２.廃棄物排出量の削減

・一般廃棄物（全体）

3．給水量の削減

　・全体

　・現場産廃

　　リサイクル率向上

エコ意識の向上

地域貢献活動の推

進

4.環境経営目標とその実績 
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承認日 実績承認 作成

R5.7.1 羽根 楢崎

基　準

令和元年度 目標　 実績

１．二酸化炭素排出量 kg-CＯ2 1,125,332 1,091,572 1,163,611 94% △
kg-Co2/億円 75,072 72,820 67,261 108% ○

全体 KWｈ/億円 5,551 5,224 6,270 83% ×
全体 KWｈ（総量） 83,208 78,307 108,473 72% ×
本社 KWｈ 45,574 42,889 67,377 64% ×
佐賀 KWｈ 15,958 15,018 20,843 72% ×
白石 KWｈ 21,676 20,399 20,253 101% ○
全体 Ｌ/億円 60,207 56,661 56,440 100% ○
本社 Ｌ（総量） 902,510 849,347 976,420 87% ×
本社 Ｌ 440,598 414,644 451,293 92% △
佐賀 Ｌ 264,710 249,117 256,482 97% ○
白石 Ｌ 197,203 185,586 268,645 69% ×

ガソリン 全体 Ｌ/億円 3,498 3,292 1,157 285% ○
ガソリン 全体 Ｌ（総量） 52,433 49,344 20,015 247% ○

kg 4,013 3,892 3,044 128% ○

％ 83.8 86.8 89.7 103% ○

L 2,287.6 2,152.8 1,922.0 112% ○

全　　社 勉強会　回数 6 6 6 100% ○
本　　社 勉強会　回数 2 2 2 100% ○
佐　　賀 勉強会　回数 2 2 2 100% ○
白　　石 勉強会　回数 2 2 2 100% ○

全　　社 38 38 100% ○

本　　社 14 14 100% ○

佐　　賀 12 12 100% ○

白　　石 12 12 100% ○

環 境 経 営 目 標（実績評価）　

項目 単　位

電

気

軽油

※基準年度は令和元年度とする。　各年度目標は基準年度にたいし削減率を適用する。

※二酸化炭素排出量は総量と売上原単位（kg-Co2/億円）とする。

２.廃棄物排出量の削減

・一般廃棄物（全体）

　・現場産廃

　　リサイクル率向上

3．給水量の削減

　・全体

エコ意識の向上

地域貢献活動の推

進

地元近隣との調和、定期的な道路

清掃活動　回数
近辺等のごみ拾い(月1回）、

地元行事への参加(年2回）

近辺等のごみ拾い(月1回）

ごみ拾い、道路清掃(月1回）

令和4年度 達成率

（％）
評価

※電力/軽油/ガソリンの全体は売上原単位とする。部門の実績は使用量とする。

※廃棄物排出量には一般廃棄物の削減及び現場産廃のリサイクル率とする。

※　電力の二酸化炭素排出係数は令和元年度中央電力の排出係数0.483を利用

※評価　○：９７％以上　△：90％～９7％　×：９０％未満

※環境経営目標とその実績 15 



 
 

 

 

 

 

 
 

本　社  ・ 佐　賀 ・ 白　石

① ② ③ ④

1 室内温度(夏季２８℃・冬季２０℃）、未使用ｴﾘｱ空調OFF

2 ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの定期清掃

3 退社時の消灯確認の徹底

1 急加速をしない･急ﾌﾞﾚｰｷをかけない

2 無駄なアイドリングをしない

3 燃費効率の高い車両の導入

4 人員移動は最小車両台数で行う

5 運行前点検の励行

6 無駄の無い運搬経路の選定

① ② ③ ④

1 事務所ごみの分別の徹底 楢崎 1 ごみの分別の徹底

1 印刷機の両面印刷機能使用の推進

2 使用済み用紙の裏面利用の推進

3 資料のﾍﾟｰﾊﾟｰレス化の推進（ﾒｰﾙ有効活用）

① ② ③ ④

1 水道使用量の削減 1 水道蛇口の調節及び無駄な流水の禁止

1 洗車時は節水タイプの高圧洗浄機を使用する

2 現場散水は適量にて行う

① ② ③ ④

1 環境教育の実施 後藤 1 会議等による環境教育の実施、関係資料回覧

① ② ③ ④

1 地域貢献活動の推進 楢崎 1 定期的な近隣清掃活動(ゴミ拾い)の実施

　２．取組目標責任者は、実施状況の報告内容と目標に対する実績値を、「環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果」に記録する。

　３．環境管理責任者は、３ヶ月毎にこれらの確認結果について評価するとともに、問題があると判断されたら、当該取組目標責任者に是正処置の実施を指示する。

　４．指示された取組目標責任者は、是正処置を実施する。

取組目標 責任者 活動項目
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

　１．活動項目責任者は、毎月１０日までに前月の実施状況を取組目標責任者に報告する。

取組目標 責任者 活動項目
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

5. 地域貢献活動の推進

ｽｹｼﾞｭｰﾙ

楢崎

2 排水量削減

４. 環境方針の周知徹底

2 コピー用紙の削減 楢崎

３． 排水量削減のための取組

取組目標 責任者 活動項目

１． 二酸化炭素排出量削減のための取組

取組目標 責任者 活動項目
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

環境経営計画

２． 廃棄物排出量削減のための取組

取組目標 責任者 活動項目
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

1 電気量の削減 楢崎

2 化石燃料の削減 楢崎

5.環境経営計画の内容 16
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環境経営計画

本　社 ・ 佐　賀 ・ 白　石　

1 室内温度(夏季２８℃・冬季２０℃）、未使用ｴﾘｱ空調OFF

2 ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの定期清掃

3 退社時の消灯確認の徹底

1 急加速をしない･急ﾌﾞﾚｰｷをかけない

2 無駄なアイドリングをしない

3 燃費効率の高い車両の導入

4 人員移動は最小車両台数で行う

5 運行前点検の励行

6 無駄の無い運搬経路の選定

1 事務所ごみの分別の徹底 楢崎 1 ごみの分別の徹底 〇

1 印刷機の両面印刷機能使用の推進

2 使用済み用紙の裏面利用の推進

3 資料のﾍﾟｰﾊﾟｰレス化の推進（ﾒｰﾙ有効活用）

1 水道使用量の削減 1 水道蛇口の調節及び無駄な流水の禁止 〇

1 洗車時は節水タイプの高圧洗浄機を使用する

2 現場散水は適量にて行う

1 環境教育の実施 後藤 1 会議等による環境教育の実施、関係資料回覧 〇

1 地域貢献活動の推進 楢崎 1 定期的な近隣清掃活動(ゴミ拾い)の実施 〇

達成状況の判定　　○：達成できている　　　　×：達成できていない

　１．活動項目責任者は、毎月１０日までに前月の実施状況を取組目標責任者に報告する。

　２．取組目標責任者は、実施状況の報告内容と目標に対する実績値を、「環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果」に記録する。

　３．環境管理責任者は、３ヶ月毎にこれらの確認結果について評価するとともに、問題があると判断されたら、当該取組目標責任者に是正処置の実施を指示する。

　４．指示された取組目標責任者は、是正処置を実施する。

取組内容及び今後の取組

取組内容及び今後の取組

取組内容及び今後の取組

取組内容及び今後の取組

取組内容及び今後の取組

室内温度(夏季２８℃・冬季２０℃）、未使用ｴﾘｱ空調OFFの推進、及びｴｱｺﾝﾌｨﾙ

ﾀｰの定期清掃を行う。また昼休み時間の不要電灯の消灯、クールビズ、ウォームビズの

取組も引き続き行っていく

評価

5. 地域貢献活動の推進

取組目標 責任者 活動項目 評価

〇

エコ活動の自己チェック表を作成し各自エコ意識を向上させる

評価

楢崎

2 排水量削減 〇

水道蛇口の調整及び小まめな蛇口の開け閉めの徹底を行う

現場の状況に応じた散水を行う（無駄な散水の禁止）また放水量が少ない効率の良

い散水ができる機器の導入も検討していく

事務所内において廃棄物の分別の徹底を行い物品の購入は必要最小限に留めるよう

努める

ミスプリントの削減（プレビュー活用、設定確認）及びコピー機・プリンターの両面印刷

機能使用の推進し使用済み用紙の裏面使用 を徹底させる。また資料のペーパーレス

化推進（メールの有効活用等）する

楢崎 〇

2 化石燃料の削減 楢崎 〇

２． 廃棄物排出量削減のための取組

室内温度(夏季２８℃・冬季２０℃）、未使用ｴﾘｱ空調OFFの推進する。また定期

的な車両整備の施行を行い法定速度の遵守及び急発進、急ブレーキの抑制、不要な

アイドリングの抑制、機材の特性に応じた操作の実施及び作業の効率化の推進しエコ

カー（ハイブリット車）の積極導入を行う

また運行経路を見直し、無駄・無理の無い運転の推進（運行ルートの見直し）も合わ

せて行っていく

1 電気量の削減

責任者 活動項目 評価

2

１． 二酸化炭素排出量削減のための取組

取組目標 責任者 活動項目 評価

近隣地域の定期的な清掃活動の実施、及び地区の清掃活動等積極的に参加をする

４. 環境方針の周知徹底

取組目標 責任者 活動項目

３． 排水量削減のための取組

取組目標 責任者 活動項目

取組目標

コピー用紙の削減 楢崎

5.環境経営計画の内容、結果及び評価 
17
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①   二酸化炭素排出量削減  

近年の温暖化によりエアコン使用量が増え電気使用量が増加しまた 

大型車両及び重機の増車により軽油使用量が増加した。 

弊社が排出する温室効果ガスのほとんどは収集運搬車両及び重機の軽油使用によるものである

為ドライバー及び重機運転者に排出ガス削減の実現の為エコドライブや車両点検による無駄な

燃料消費の削減を徹底させ地球温暖化防止に貢献するだけでなく事業の経費削減にもつなが

ることを周知させた。ガソリン消費については営業車両にハイブリッド車を使用することにより減少傾

向である。近年の繁忙に比例して増車としているが、厳しい環境基準をクリアした車両を優先的に

導入するよう努めている。 

 

 

 

       

②  廃棄物排出量削減  

   一般廃棄物に関しては、ペーパーレスに力を入れ排出量削減に取り組み、メールの有効活用や印

刷前のプレビュー機能の活用も引き続き継続していく。また、トナーカートリッジの回収・再利用も確

実に行う。建設現場においては、廃棄物の分別を徹底させ、リサイクルに努めるよう周知教育をし

ていく。事務所内においても廃棄物の分別を徹底し、物品の購入は必要最小限にとどめるよう努

めていく。 

              

 

 

③  総給水量削減  

給水量に関しては若干減少傾向にある。解体現場では、現場状況に応じた散水となるが、現場

員一人ひとりが節水意識をさらに持ち、放水量が少なく効率の良い散水ができる機器の導入も検

討する。事務所での節水対策は引き続き、食器洗いや歯磨きなど蛇口を開けたままにせず、洗い

おけやコップに水を汲んで洗うなどの努力で、更に削減していく。 

 

              

 

 

※環境活動取組の結果及び評価、 

次年度の取組内容 
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 現在業務遂行にあたり必要な関連法規・協定書 

  

※遵守状況の判定  ○：遵守できている    ×：遵守できていない 

 

【環境関連法規等の順守状況及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無】  

当社に適用される環境関連法規等の順守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

 

 

 

 

 

 
法   規  名 

遵守状況

確認 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  

⑪  

⑫  

⑬  

⑭  

⑮  

⑯  

⑰  

廃棄物処理法 

労働安全衛生法 

建設リサイクル法 

家電リサイクル法 

建設廃棄物処理 指針 

優良産廃処理業者制度運用マニュアル 

水銀廃棄物ガイドライン 

大気汚染防止法 

オフロード法 

フロン排出抑制法 

ダイオキシン特措法 

石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル 

廃棄物焼却施設解体作業マニュアル 

騒音・振動・規制法 

悪臭防止法 

道路交通法 

宇木・白石・兵庫処理場・名場越処分場 地元住民との協定書 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

7.環境関連法規への違反、訴訟等の有無 19 



 
 

 

2010 年 1 月にエコアクション 21 認証を頂き、今日まで EA21 活動を続けております。 

 

社員一人ひとりがこの取り組みを理解し、日常業務をしながら EA21 活動を行っておりまが、 

 

近年の繁忙もあり、エコ目標数値をクリアできない項目もあります。 

 

これにつきましては、今後の仕事受注増大に伴い、目標値の設定を見直し、会議等での 

 

EA21 活動の周知徹底・現状の報告、対策を社員とともに協議していきたいと考えます。 

 

環境負荷低減のため、この先も EA21 活動の取組みを強化させていくと同時に、自社だけで 

 

なく関連企業などにも、この取組みを理解浸透させていければと考えます。 

 

※その他の環境経営システムの要素変更の必要性 

環境経営方針 有り 社長交代の為 

環境経営目標 有り 次期の中長期目標にて目標設定値の見直し 

実施体制 無し  

 

 

 

 

 

 

 

8.代表者による全体取組の状況の評価         

及び見直しの結果 

20 

 


